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｢帯状疱疹ワクチン｣ 

藤田医科大学 小児科教授 吉川 哲史 

帯状疱疹とは 
本日は、帯状疱疹ワクチンについて、お話をしたいと思います。 

最初に、帯状疱疹というのは、水痘・帯状疱疹ウイルスの再活性化によって起こりま

すので、まずそのあたりについてのご説明をさせていただいた後に、なぜこのワクチン

が最近重要になってきたかというこ

とも交えながら帯状疱疹ワクチンに

ついてお話をさせていただきます。 

帯状疱疹は、水痘・帯状疱疹ウイル

ス（varicella zoster virus、 VZV）

が初感染で水ぼうそう（水痘）を起こ

した後に、それぞれ人の脊髄後根神経

節にウイルスが生涯潜伏感染し、免疫

が低下したり、あるいは加齢によって

全体の抵抗力が落ちたりすることに

よって、潜伏感染している VZVが再活

性化することによって起こってきま

す。 

このウイルス感染症を防ぐために、

もともと水痘ワクチンというものが

開発されましたが、このワクチンは日

本で開発され世界中で使われている

唯一の水痘ワクチンです。岡株水痘ワ

クチンというワクチンですが、このワ

クチンは大阪大学の高橋先生たちが
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開発され、最初に日本で認可され接種が始まりましたが長年の間任意接種ワクチンでし

た。1996年から先に米国で定期接種が始まって、おくれて 2014年から我が国でもこの

水痘ワクチンが定期接種として子供たちに２回接種されるようになりました。 

 

水痘ワクチンの定期接種化と患者数の推移 

水痘ワクチンの定期接種が始まることによって、かつては水痘の患者さんがたくさん

見えましたが、確かにワクチンがよくききますので最近は患者さんの数が減っています。

もともと、水痘は寒い冬の時期

に流行し夏の暑い時期には患者

さんが減るという特徴的な季節

性お流行パターンをとっていま

したが、最近の国立感染症研究

所の調査報告を見ますと、その

ような季節性の流行パターンが

非常に不明瞭になり、現在は夏

も冬もあまり変わりなく非常に

わずかな患者さんの報告がされ

ている状況です。 

水痘患者さんの総数は明らかに減

っていますが、その内訳を細かく見て

みると、現在の流行の主体は定期接種

の対象から外れた年長のお子さん、あ

るいはかなり成人に近いような人た

ちが主で、かつ水痘ワクチンを受けて

いない人、あるいは１回しか受けてい

ない人の間で水痘が流行していると

いう状況です。まとめると、全体の水

痘患者数は減っていますが、むしろ年

長のお子さんの割合がふえているというのが現状です。 

そして、この患者総数の減少が、現在帯状疱疹ワクチンの重要性が増してきているこ

との非常に重要なポイントとなります。この理由を考えるときに、どうして帯状疱疹が

起こるのかというメカニズムを理解する必要があります。 

 

帯状疱疹が起こるメカニズム 

これについては、かつて Hope Simpson という人が、数多くの水痘、帯状疱疹の患者

さんを観察することによって、帯状疱疹の発症機序についての仮説を提唱しています。



初感染時に水痘を起こしたウイルスが生体内に潜伏感染し、そこでまたもう一度水痘の

患者さんと接し VZVの暴露を受けることによって、その人の VZV に対する特異的細胞性

免疫が再度上昇し、それによって潜伏感染しているウイルスの再活性化が抑制されると

いうものです。しかしながら、加齢あるいは免疫抑制剤の投与に伴って、そのような

VZV特異的な細胞性免疫能が低下することで潜伏感染していたウイルスを制御できなく

なり、ウイルスが再活性化して帯状疱疹を起こすと考えられています。 

つまり、これまでは、私たちは子供のころに水痘に罹患した後に、その後、何回も水

痘の患者さんと接触する機会があったわけです。そうすることで、VZVに対する特異的

細胞性免疫が賦活化され、かなり高齢になるまでその免疫能は維持されていました。よ

って、65 歳あるいは 70 歳になってから帯状疱疹になると考えられていたわけですが、

先ほど申し上げたように、水痘の

患者さんと接触する機会が減りま

したので、免疫学的な賦活、いわ

ゆるブースター効果が得られなく

なり、小児期の水痘罹患、あるい

は水痘ワクチン接種により一度誘

導された VZV に対する特異的細胞

性免疫応答が、以前より早く衰退

してしまうと考えられるわけです。

そのため、今後帯状疱疹の患者さ

んの年齢が若くなる、そして帯状

疱疹の患者さん自体が増加してく

る可能性が懸念されています。 

 

日本における帯状疱疹患者の推移 

実際に日本のデータを見てみまし

ょう。Miyazaki studyといって、宮崎

県の皮膚科の外山先生方が中心とな

って、宮崎県全体の帯状疱疹患者さん

の推移が継続的に調査されています。

それを見ますと、年とともに水痘の患

者さんは確かに減っていますが、それ

に反して帯状疱疹の患者さんが増加

しているということがわかっており

ます。つまり、先の仮説を裏付けるよ

うなデータが、この Miyazaki study



の結果から見てとれるわけです。 

このような状況を打開して、何とか帯

状疱疹の患者さんを減らすということを

目的として、水痘患者と接触して VZV 感

染を受けるかわりに、帯状疱疹ワクチン

を打つことで VZV に対する特異的細胞性

免疫が再度賦活化されて維持されるとい

うことが期待されます。そのため、現在

帯状疱疹ワクチンの重要性が非常に増し

ているということになります。 

 

帯状疱疹ワクチン①水痘ワクチン 

さて、帯状疱疹ワクチンですが、世界的には現在、二つのワクチンが使用可能になっ

ています。後に述べます不活化ワクチンのほうは、日本においては今後使用可能になっ

てくると思いますが、現在、既に臨床試験が終わり海外では使用されている国もありま

すので、それについてもお話をさせていただきます。 

最初にお話しするのが、現在、私た

ちが水痘の予防に使っている岡株水

痘ワクチンを使った帯状疱疹予防で

あります。それは既に、米国でゾスタ

バックス®という名前で、帯疱疹ワク

チンとして市販されていますし、日本

でもこの岡株水痘ワクチンは帯状疱

疹予防としての適応が認められてい

ます。これは、米国の二重盲検ランダ

ム化比較試験のデータを見るとその

効果が明らかになります。帯状疱疹ワ

クチン接種群とプラセボ群を比較し

た結果、ワクチン接種群が有意に観察

期間中の帯状疱疹の発生頻度だけで

なく、帯状疱疹で最も問題となる疱疹

後神経痛の発生頻度が低かったこと

が示されています。ワクチンの帯状疱

疹発生抑制効果が 61％、帯状疱疹後神

経痛の発生抑制効果が 51％というデ

ータが出ていますので、このデータを



もとにして、米国ＦＤＡが、このゾスタバックス®を帯状疱疹ワクチンとして承認しま

した。 

 

帯状疱疹ワクチン②不活化ワクチン 

それに対して、不活化の帯状

疱疹ワクチンが、現在、国際

共同試験が終わって海外では

使い始められています。これ

は、VZVの表面にあるｇＥとい

う糖たんぱくに強力なアジュ

バントを加えた不活化サブユ

ニットワクチンです。このワ

クチンのアドバンテージは、

不活化されていますので、帯

状疱疹の発症リスクが高い免

疫不全宿主にも接種が可能な

点です。さらに、この不活化ワク

チンの臨床試験の結果を見てみま

すと、先の弱毒生ワクチンに比べ

ても、さらに優れた帯状疱疹予防、

あるいは帯状疱疹後神経痛の予防

効果があり、かつその効果がより

長期間持続することがわかってい

ます。 

こういったデータをもとにして、

米国の ACIP（Advisory Committee 

on Immunization Practices）は、

帯状疱疹予防ワクチンとして弱毒生ワクチンよりもむしろこちらの不活化ワクチンを

推奨しています。しかしながら、一方、この不活化ワクチンには強力なアジュバントが

入っておりますので、接種局所の腫脹、疼痛が強いということが副反応として上げられ

ていますので、今後日本で広く接種を進めてゆく際に注意してゆく必要があるかもしれ

ません。 

 

まとめ 

帯状疱疹ワクチンについてまとめてみますと、弱毒生ワクチン、こちらは既に子供の

水痘ワクチンとして非常に長い歴史がありますので、安全性や有効性に関しては十分な



実績があります。ただ、免疫不全の方には接種ができないということと、効果の持続期

間という点で不活化ワクチンに比べると、少し劣ると言われています。 

それに対して、不活化ワクチンのほうは、効果、それからその持続期間も、弱毒生ワ

クチンに比べると優れていますが、一方で接種部位の局所反応、疼痛が非常に強いとい

うことが、このワクチンの問題点かなと思われますので、このあたりを考慮しながら今

後のワクチンによる帯状疱疹予防を進めていくことが非常に重要になると思います。 

 
 

番組ホームページは http://medical.radionikkei.jp/kansenshotoday/ です。 

感染症に関するコンテンツを数多くそろえております。 
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